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ζ醗究ノート藁

魯迅「藤野先生」ノート

トルストイの「ロシアと経本の皇帝にあてた

　　一通の手紙涯をめぐって

地　澤　實　芳

　ヂ藤聾先生」の中に，解餐学の試験問題漏洩の流言に麗わる事件が描かれている．この事件の経緯

を時閤の流れに鍵って整遷すれば，およそ次の（i）～（鐙）のようになる。

　まず，（め九月窃の新年度麗婚後一週間が経過して藤賢先生が私（魯迅）の解麟学のノートの添

離を姥める。そして，（2）私はその翌年夏の第一学年次の学年宋試験を受験し，要件みを東窟で過

ごす。（3）歓の秘めに盤台に漢吟すでに発表されていた成績繕果を知る。（◎第二学年が醗賭され

てまもなくの環，幹事が瞬級会麗催を知らせる通知を黒極に板書した課にr漏」字の欝点によって

謬れ無き私のカンニングを当て擦る。（5）その数藏後に学生会の幹事が私の下宿にやってきてノー

トの種壷をする。（傷ノート験査薩後，蒼頭がr汝傷い敗めよ！」で始震る匿名の分厚いr手紙」が

郵送される。（7）r手紙」を読んだ私は響このことを藤野先生に馨魯する。（8）私と講じく承綴しか

ねた数人の友人と共に私は幹事による綾査の無礼を幾費し，綾らの検査結果の公表を要求する。（§）

すると流言が構え，幹事はr慶名の手紙」の凝駿に全力をあげる。（欝）最後に私がこのrトルス｝

イ式の手紙」を幹事に返して事件は終わる。

　この一連の事件の中で，（6）の匿名の分厚い「手紙」について描いた「藤野先生」の一難を以下に

言藝せぱ次のようになる。

　しかし，後らが引ぎ上げて行くや，すぐに郵優翫達員が一通の分濯い手紙を騒げてぎた。封

を舞って読んでみると，その蟹頭に1は，

　「汝，悔い敢めよ！盛とあった。

　これはぎ新駅毒の言葉だと思うが，少し前にトルストイが引聡したばか疹の言葉である。当

時をまちょうど霞露戦争中で，　ト老先生は韓シアと馨本の皇帝にあてた一通の手紙（一封給俄蟹

秘饗本的皇帝醜態）を書いたのだが，その蟹頭がこの霊葉だった。饗本の新聞は綾の不遜を叱

責し，愛羅書庫も撲饑した。しかし，陰ではとっくに彼の影響を受けていたのである。その次

に諜かれていたのは，講卑度の解譲学試験の総題纏，藤賢先生がノートに鶏を付けていたので

私が予め知っていた，だからあのような蔽1績が取れたのだ，などというものであった。末尾は

匿名であった。
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　ところで，この「Pシアと彗峯の皇帝に1あてた一一通の手紙」に麗して，罫魯迅全集選3「野箪・

朝花夕姶・鹸事新癒」（鰺85年麓携，学習醗究桂）には次のような中国版ゼ魯迅全集垂第二巻

（人疑文学量販祇，欝綴年）の「原注」の邦訳が載せられている。

　トルストイがPシアと欝本の皇帝にあたえた手紙は，一九〇懸年内爆二十七馨付のρンドン

のぎタイムス玉に掲載され，二か薄後，礬水のζ平野新麟に訳載された。

　学習醗究蛙版ぎ魯迅全集遜には，このr原注」に関する訂鑑または訳注はなされていないが，実

はこのr原淫」は説墾不足である。なぜなら，r手紙」は実警にはr手紙雌ではなくr戦争論」（或

いはヂ戦争観」乃至「非戦講のとして日本にもたらされたからであむ，また，「霞シアと馨本の皇

帝にあたえた」という記遠は，『タイムス墨にも罫平民新濁塞に庵見当らないからである。本稿は，

当該部分に関してこれまで幾つかの注萩の作業が行なわれてぎた過程で，見遜されてぎたこの「手

紙」に興するささやかな補正を試みるものである．そこで本稿は，豪ず，魯迅のr藤野先生」中の

トルストイの「ロシアと奨本の皇帝にあてた一通の手紙（一録給俄羅1穣馨本的墾帝的繕）」における

r手紙」が実はヂ手紙匪ではなくr戦争論涯として郵訳されたことを指摘し，次に，ではなぜ魯迅は

「戦争論」ではなく「手紙」と記し，しかもそれを「Pシアと醤本の皇帝にあてた」としたのか，豪

た，それに闘わってr藤野先生盛執筆後の魯遜のトルストイ言及についても臠せて考察を換えるこ

とを意臠する。

　なお，この解剖学の試験開題漏洩の流言に闘わる事轄について一書すれば，起こ参そうもない奇

怪な事舞であったといえよう。なぜなら，これ蚕で指摘されてぎたように，魯迅の当該学卑の総合

成績は進級要件を満たしてはいたが，解離学そのものの成績は及第していないからである。跨ただ

し，強者が弱者に海かってする流善とはたとえ事実無擾であっても悪意と作意さえあれば存在しう

る性質のものであろうし，また作贔の中にはさ多気なく議かれているため，あ蚕参この事韓と麗わっ

て注震されないが，「幹事等輩こ代表される欝本人学生にしてみればいろいろな嚢で医専から「優待」

されていた魯迅への鋲顛も事件の背景には存在していたものと思われる。しかし，被害者の受けた

傷が事実無撮であるからといって，その傷が軽鐵であったとはいえまい．むしろ，籔も葉もない流

言の方が事実に基づくそれよりも深く傷つくのボ常であろう。この事件は単にβ本人学生の中蟹人

蔑視や或いは藤野先生に代表される医専の教職員からr食や控の面倒」及び教育の醸でも5優待を

受けた」魯迅に対する嚢本人学生の籔難ばかりでなく2》，藤野先生の地道な努力に報いられなかっ

たという警迅警身の負い暴も重なっているだけに（作品では及第と記しているが），二十年が経過し

i）　渡遊嚢r鶴還と紬台」（魯逮生誕i欝麗年記念祭実行委員会纏『魯迅と擁台・魯愚生誕簸§燭年鶴台嘉念祭展

　示懸銀盤（鯵髄年§肩発舞）霧駿）によれば，r餐遙の成績は7群§率均65．5点，慧2名中継番であった．解

　朗学は平均5§．3点，丁で及第点に達しなかったが，綴織学は箆．7点，丙，生還学は§3、3点，再，倫遅学は83．§

　点，乙，独逸学は鱒．壽点，丙，物遷学は鱒．魯点，海，建学は総．3点，丙の藏績であった。薮奪窺舞によると，

　　丁が2科目以内でそのほかに戌がなければ及第とされたから，進緩できた。二年に進綴でぎたのは鯵3名で

　　あ触，二隼籔に蟹年した騰名とあわせて二年級は逡3名であった。」という。

2〉　手代本有冤繍築・解説「籔録　魯迅の生薩」（ζ魯迅と娘台・讐遜釜誕i欝周年継台記念祭展示秘録書醗駿）の

　　麺一A．藤野無生が添還した魯逮の解蕊学ノート」鐵の解説には，罫魯愚が盤台医専窪掌中にとった講義ノー卦
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地澤：魯迅r藤野発生」ノート

ても構えずに悪い起すという意外な縁ど深い痕跡を残したものと思われる。

　また，トルス卦イのr心の声」である「戦争譲」（咋轟ではヂ手紙」）が学生会の幹事等の卑劣な

「手紙盛と輯箆されているが，もう一面では，非戦講，平灘を曝え続けたトルストイの行為への魯迅

の共感及びその無抵航説義という意想乃至方法の無効姓と，藤蟹究生のノート添灘の結参強い行為

や一中馨人を蓉洋法に養成しようという纐い及びそれを裏舞ることになる魯遜の医学放棄とが，薄

髭されているように、響われる。一方は著名な文学嚢による宗教上からの「心の声」の購び，もう一

方は無名の医専の教麟による科学者としての結参強く地道な援翁．魯迅は全く異質なこの二人のど

こかに共通な趨通じる或いはそれぞれに懸性的な美質を見ていたのではないだろうか。それは，一一

面では暮露戦争当時の戦争に隣する反藤の琶方において示されたものであったかもしれない。トノレ

ストイは非戦を曝えた。藤野先生，はどうであったろうか，後は或いは反戦でなかったかもしれぬが，

少なくともこの作品に』捲iかれた「幹事等」の軽薄さはなかったであろう。重要なのは戦蒔であれ舞

であれ職務に』忠実であること，壁の中潜どうであれ，檬手が無名であれ有名であれ縁あって露分藩

挺嘉することになった留学生魯迅紅しっかりと駿学を教えること，そういう頑覆でひたむきな態獲

に魯迅は感動もし学ぶべき美質として感じるものがあったように思われる。曉年，魯迅は胡今麗あ

ての手紙（1§33年欝掃7馨付）の中で，r文学をやる者は，（一）堅忍（がんこ），（二〉認真（豪じ

め），（三）靭蔓（ねば参）怒あ疹さえすればよいのです」と遠べている。あるべぎ文学老と藤蟹先

生．像とは，懸迅において，一体であったといえよう。

　トルストイの所謂「ロシアと馨本の婁帝にあてた一通の手紙涯は，麟遠の蓼魯迅全集遜の「漂涯ゴ

に養妻嚢されて㌧・るように．，Pンドンぎ丁翼2丁玉藝餐ES麟欝懇嘆年6月27Elの第達，5藏に掲載されてい

る3茎。当該のトルストイの文章の見窪しは次のようである。

　　　　　　　COU餐丁τOLSTOY　O翼丁｝憂l　WAR、

　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　“B狂丁碧1童舞K　YOU裂S董ILVES野

　　（丁翼A翼SLAT獲）BY　V．TC｝還建TKOぎ欝A糞D董．ぎ、盤．）

“丁鼓捻茎s　yo殺r｝　o膿，a簸｛至極e欝owαo董δ鍵k簸ess！ナ（L嘘e　xx墨乳，53、）

　　　　　　　　　　　　　（翫照幽sReserve4．）

　　は失われたものとされていたが，欝溌年紹興で発見された。講容は病選挙，蔽管学，解麟学，有機郷学，五

　官学および綴織学にわた吟，全§羅§54頁鎧およぶ。これらのノートには養畜教鹸こよる添醜が施されてい

　　るが，中でも作品「藤野先生」で難られるこの解欝学ノートに施された藤野先生の添毒彗稼もっとも績密なも

　　のである。護とあウ，緩専での添謹が藤賢莞生だけでなく撞蚤教麟全員によるの綴織的な捲導の手が擁わって

　　いたように署、われる匂

3）　英訳の茉羅は，rL狂O　TOLSTO￥．！Yas簸＆y我Po至ね費a，赫議y2i　i§縫．盛と記されている。
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　上記の英文は，（零）ぎし．蕪．TOLSTO玉Pα搬総So魏＆錘e　Soc賊難簸選ig36年第36巻掲載のトル

ストイのロシア誌の譲文《（薙ぎ擁A齪狂C熱1》（反省慧よi　或いは，考え壷すべしi　の意）の訳

文である。r戦争誌」というこの英訳タイトルは（＊）のr解説」によれば，はじめトルストイボ草

稿の段躇で蒙記に記していた題名《（）琶樋鍵》と霧じ意陳であり，また，イギ夢スの粕虫器塞栓か

らぎ反省せよi遜を鐵版（後述）した際垂こ，『さ轟婁慧鮭の騰集考が議題として付したものという4｝。

ロンドンζT］縫璽丁重M建S圭に載ったこのイ℃OUNTTOLSTOYO翼丁登麓WA褒！聾ま霞1を置かず醤

本に紹介された嚇次のような醸）～（c〉のおよそ3種類の郵駅が行なわれ，蜜た，ほぼ講鋳に英訳

の原文「トルストイ伯非戦論雌（CO鞍醤T　TOLSTOY　o難丁琵琶WA盆．）が雑誌罫時代思潮暑第8号

（墾治37年§擁5嚢発行）　の　「購録」繰㌫こ転載（嚢総身R董糞丁氾更）F艮0灘TH£丁至錘2S麓0餐亙〉AY，

」慧翼E27，欝麟）された。

（a）『東京覇羅新曝墾治3？年8薄3濤～8弩2銑葺（7馨，i3馨，i8欝，臆舞の蓬離馳除

く）までr汁ゑ馨露戦争講∫（第一章～第十二章）のタイトルで聾霧連載される。杉村r楚人

冠窪評㌧

（も）　匿平民新鹿轟第3§号（競治37年8携7議）掲載の「トルストイ翁の陰欝戦争講」。訳者は

壌　本学馨書館霧蔵のPシアー語版テキスト及び「解説」の解譲費こ嫁，本学経済学藩ロシア譲握当の吉矯宏人跡教

　　授のご捲教を臨今ました，ここに謝意を表します．なお，差樽勤教幾によれば，ロシア譲蔽テキストのf解

　　謙には，トルストイの該論は，1鱒6年に，はじめて・シアにおいて繕生腐はり分罷で崖販されたが，す

　　ぐに当馬紅浸叡されてしまった，という記遽があるとのこと。

5）①，8月3暴，第3藤喋穿義暮露戦争講（一）第…章」※彰②回護践第3灘r溝（二）第二章選鉱購

　　5醤，第3醤購輕）第襲撃」※2ノ㊤，講礁，第3灘編（囲）第露量」！⑤，轟8蕪，第3蓋嘱伍）

　　第五章」ノ⑥，講§i丑，第3嚢嘱（六）第六章」／⑦，購鱒蕪．第3嚢「岡（七）第七薫」ノ毬1講登霞，第3

　　面r講（八）第六輩評③闘主2醸，第3薩購（九）第九葦：」ノ⑭海錘露，第7面r講（十・一）第十一…章（上）」

　　※3！＠講鴬野，第7藤「嗣（十二）第卦一筆（不）jノ⑫岡鰺縫，第？灘「構（重三）第十二章の一y愚薩

　　鷲環．第7藏r隅（ナ騰）第＋二章の二二」ノ⑭，霧騰馨，第3面「鶴（＋五）第＋二重の三」※護

　　※圭①8月3琶の「第一日章」の響頭には，莫訳漢文の「8鷺丁｝鷺翼KYO慧盆SεLVεS」は訳されていない。

　　　　次のような蓊鬱きが付されている。「トノレストイ鹸の暴露戦争論縁六鍔二歯内露の論敦タイムス紙上約

　　　　十篠1を埋めたる一大長篇にして佑が心竈を灘iげる遺時の大舞と称せらる其の露蟹を驚弓霞庫を罵勲。る

　　　　魑筆鋒鋭科蟻るべからず銚の文一たび鐵で・伯紅魅する攻撃非難の声盛に露露内菰筵参一時穣峯の餓

　　　　羅を伯に籏へんとの議もあウしが幸にして髭に其事なくして已め吟といふ又以て其類病に露馨の人心

　　　　ほ深大なる感動を与へたるかを知るに足る今之訳するに当今て猿文は薫の熱く訳文は麗の類しなど懸

　　　　らんも余勢に古めかしかるべぎか（楚入冠岩

　　※2　＠暮薄轟醤と④5野はr第廻章」で講じ文童である。恐らく⑤5露はr（三）第三章」が載るべぎ

　　　　であったのだろうが，撮載されなかった。

　　※3　8月捻麟こはr（十）第十章」が載るべぎところ，掲載されなかった。

　　※垂　⑭8月購琶汽十五）第十二章の三」までで掲載が誓窮参になったが，最終章である「箒ナニ章、1の

　　　　蔑む琵分の3が未握載となった。

創　訳文の賢頭毒こ次のような厚文が酵されている。「トルストイ翁が，購露戦争に麗して，去六弩二手七藁の鱒敦

　　タイムス紙上に約＋鰯を緩むるの長論文を公鯵に慧今との電報ま，重罪万馨を舌臆せしめ，紫な鶴首して其

　　論旨熱輕を知らんと要せり，今や吾人其全文を接手して之を誼むに，其粟穂主義博愛主義の立騨地よ彗一般
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遽澤：魯遜ヂ藤聾売生ゴノート

無署名だが，幸徳軟水，堺瀦彦の共訳購。

（むう　平罠蛙訳蘇騒8露戦争講塞（文窮堂発行，競絵解年§燵鎗露），東京文弱堂・鱈鶴堂

発免霧。

（c）　撫藤直士讃除場糞露戦争観茎（馨高慮麟堂発行，霧治37年8月鱒馨轡。

　以上，Pシァ語販テキス卦及び当時の野ルス卦イの「0餐丁銭荘WA衰．」の郵駅と英訳原文の転載

からみて，上寵の魯迅ヂ藤野先生」の藝手紙」は手紙ではなく，「戦争i翻（乃至は葬戦争観盛，葬非

職講」）であることがわかる。ただし，Pンドン塵丁貸E賢M琶鎌英訳末尾の雛外に次のような訳者

の淀毅がある。　これは「0糞丁賢覧璃1A蓑．涯第i2章に1引離されているトノレストイあての水夫の薪手

紙」（丁難e豊etteぎ）の荘験である。

　丁数eletterlswr量t糠盗註脚st灘ter3童e照￥，鐙畷W紬醸sta藪es搬0で撫曙撒識￥a給

餌瞭凝議醜．（Tぎ謹s．）

　次に．問題になるのは，r講懸震いはr観」であるはずの薪0餐丁鷺EWA嚢．萎を，魯迅はなぜrP

シアと馨本の皇帝にあてた」「手紙」と婁いたのかということであろう。■と記ぎT｝廷丁懲犯S蕩訳

者の‘‘丁鼓e董etteτ”の…文を，魯迅がぎ時代思潮塞第8号に転載された英文で読んでいた可能性はあ

るであろう。しかしそのヂ丁盤e｝ette岩をトルストイあての水夫のものでなく，いつしか「0翼丁簸露

WA設．熔身を指すと麹違いしてしまったという可能性はそれ嫁ど高くはある豪いボ，今その事実を

確かめるのは睡難である。また，「藤野先生」の縁シアと残本の皇帝にあてた」という袈現は，も

　　戦争の罪悪と惨害とを義ぎ．建て欝羅を痛罵し彗本を雛撃する逡，筆鋒鋭穂，講寮鷹勤，勢ひ当る薄らず，真

　　に1透時の大鐸雄篇託して，・一代の人心を覚塾するに足る老あむ，鄭ち勢髭1禿筆を駆て動紅其全文を誤載し，広

　　く漢濁江薦む，担だ吾人の不才，撫ふる紅難文の一字一句を醗甚ざるを力めたるが為めに，筆鵜窓簗，金葉

　　を免して瓦礫となすを憾むのみ，若し夫れ本篇に鱈する吾人の意見纏改進勤こ於て叙讃する勝ある欝し」

7〉ぐむ）（新鼕鼕撮叢）と（tド）（ま篶行本）と轟ま，文章」と筆工句の異講力～ある。また，（む〉に多ま膜字章こノレビ毒婦ま瓢・てい

　　ない越，（翻）には全ての漢字に，ひらがなのルゼが付してある。（翻）の婁琶’紅は「綾製又絃転載鑛慧」や「建

　　繰金八銭翼税金二銭」r違勅薦最適当磁。多数大鰐の秀には塞群あ与」の寵載がある。

麟　該譲の家電に薪醗銀盤として，罫トルストイ錘鋳驚談」「トルストイの麟露戦争論紅薄する論敦ζタイムス茎の

　　幾許《醗浸新聡よ吟転載》」が載せられている。訳者の簾藤蓬士について，当時のぎ平甕新灘第韓琴（霧

　　治37年冬捲玉垂馨）の「◎ト翁と馨本の講壇」という箆珪iしの鞍霧こ次のよう紅諄されている．「▲琴i聾こ我等に

　　鳶異を感じて起させたの緯，　軒庵ストイi翁の崇捧者として額介者として庚訳老として名高い撫藤薩士ボ蓼新

　　人妻雑誌績上に登分が，戦争講者たることの言隷を書く其筆淳でに，暮竃の非戦講毒を篤しつて馨ることで

　　ある／▲醸藤震も葬，卜翁の非戦i論は羨いが，駐本人の非鞍講隷悪い，馨本の弊戦論者が空戦論萎紅鱒むて弊

　　人道と罵穆，悪魔と瞬ひ罵署するもの纏，ト翁の霧神と捻遵ふのだと書いて震る，臠し量に反薄講老を罵憲

　　することト翁の熱く醗蕪な者はあるであらう歎1△撫藤君は更に，嚢底の非職論考は，軍人や其遺族の悲惨や

　　災勇猛に溺捲せンぬから，非メ、道漫遊i義だと怒って羅｝る，綾轄ll苺を掻饗茎として，そんなことを｛婁ふオ縛ま知らぬが，

　　軍人や選譲や其飽…燐の悲惨褒羅が，見る紅忍びね隷こそ．非戦講も塞て来るではない歎，」

…鱒一
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ちろん上記の‘‘丁魏玉e縫er”一文には記されていない。魯迅の意麟釣な麟筆か，または記憶違いによ

るかする「手紙」及び「Pシアと馨本の皇帝にあてた」という記遠は，どこから発想されたもので

あろうか。

　「藤聾先隻」が執筆された，その約二年後の「蓼i奔流毒鶴校後記「七葺（末尾に葬一九二八年十二

月ニナ三舞，魯迅配。」とある該篇は瞬隼十二月三十蕪の蓼奔流選第一巻第七鰻に発表された。欝経

年人民文学鐵賑鮭版ぎ魯迅全集韮第七巻『集外集書漸叡うの中で魯迅は，トルストイについて次の

ように．書いている。

　この十九量紀のPシアの甕人について，甲羅でも数年薦に紹介する人がいたが，今年は誰か

が罵った。しかし，甲羅に誌ける鞍の影響は，i実際はゼロに等しい。綾の三大著作のうち，賦戦

争と平瀦垂はいまだに翻訳する考がいない。……彼の著礁については，中蟹では以上の通参で

ある。行動に至っては，さらに寒々としたものである。義々には書濤を経営し，洋館を建てる

革命文豪はいるが，靉靆を農夫に分け与えてやる地主はいない一一なぜならこんなことをする

のは「浅薄な人道主義盛だからである．縫1版の露態」をおねだりする「著作家ゴ兼艦主1まいる

が，皇帝への薩訴の手紙を婁く愚か考獄・ない　なぜなら役にも立たないことだからであ

む，危験だからという訳ではない。薪無抵蟹1茎こ至っては，中震にも存在している，しかし，そ

れは主義に基づいてやっているのではなく，犠混や掘手に悪じて変化し，跨にはピソタを食ら

わすこともあ参，重た時にはビンタを醸戴することもある。もしもPシアに．沢蟹いる「魂の戦

士」（む。駿娘。も艇〉のように，死んでも兵鎌にはならないというような考熱いるかもしれないな

どと考えるのは，実にr記憂墜というものである。

　上に述べる「皇帝への護訴の手紙を霧く愚か老婆について，『魯迅全集塞の編集者はr一九〇照年

の欝露戦争時艱に，綾はかつてPシアのツアーと馨本の叉皇に宛てた手紙を書いて戦争に反薄した」

と註している。しかし，この漉は少し蛋確さに欠けているであろう。よ鯵鑑確なものにするには，こ

の荘の末羅に続けて次の言葉を補うべぎである。rと魯迅は考えていた。だが，事実について藍子の

言班が必要である．つまむ，塾ルスト鶯意いたのは手紙ではあったかもしれない魁一般的には

少なくとも欝本では，「手紙涯ではなく「戦争譲」乃至誓戦争観曇或いはゼ非戦論3とみなされてい

たのである。涯と。この魯迅の文章及びその漉毅からみて，ζ魯迅全集墨荘窟老鱗「藤野先生涯の「手

紙珪を，意馨甕勺な麟筆できまなく恐らく魯迅の記憶違いであると推濾していることがわかる。　しかし，

果たしてこの推灘は姦しいだろうか。

　法橋秘彦編rトルス卦イ年譜轡の誓一九〇懸奪（七六歳）］の項には次のように記されている。

　弱一月韮二十七韓，馨露戦争勃発。三十馨，暴露戦争について譲文阪省塗よ雛起筆毒

　r六薙十三霞，イギ婆スのr霞農書憾鮭から疹反省慧よi蓮を趨販，翌羅，英独仏紙に転載，騒本

ではrタイムスゴ紙よ鯵幸徳秋水と堺瀦彦湊共訳，r平民新鹿雌に発表。トルス｝イの講讐はキ夢ス

9）　トルストイ全集撰拳ぎトルストイ醗究選（欝鰺年3鴛，溝鐵書蓊蓊義旗譲）瓶駿。
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池澤：魯迅r藤籔究生」ノート

トの教えにもとづいて戦争に反薄し，欝撰の数龍をよびかけると購時に藤本帝露主義が今後馨本人

襲にたいする擁籠を強化する事態をうれうる。当時学習院の学生であった裁考小鶏実篤と志賀覆蔵

はこれにつよく影響される。」鋤

　上記の英訳謬反省麿よ瑠とは，“B奮丁醗鐸K，￥OU嚢SELV狂S！”ではじまるrO翼丁慧盆WA恥

のことであ参，「藤野先生員こも引馬されている「汝，傷い教めよi」（幸徳・堺訳及び撫藤訳の「醗

曹権改めよ」）であるだろう．このr塾ルストイ年譜」によれば，皇帝にあてたものか否かは不弱で

あるが，蓼反省せよ睦は形式上は5論文」であ疹手紙ではないことがわかる。

　ところで，饒隼（ヂー九三瞬年十月十六舞夜，魯迅，上灘にて記す蛙と結ばれている）に諜いた茸准

風月談叢後記葺で，餐遜諏野しかし私はヨーロヅパ戦争の蒔（原文r欧戦蒔躾ルに霰が皇帝を罵っ

た手紙を読んだことがある」と思い違いしている。もちろんr聾一Pヅパ戦争の時涯はトルストイ

（欝28～欝欝，ii）の没年を考えれば，ぎ魯迅全集蓋纏集者の建の捲擁するように，濤露戦争蒔難の可

籠盤iが轟い。とすれば恐らく確証がないので噺建：はできないが，上の「0鐸丁琵琶WA衰．」をi蔭して

いることになる。ただし．トルストイはPシアの皇帝あてに，難度か書籍を書いてお参矯，それらの毒

驚）　イギサスの蓼台密警雲紙から疹反省せよ噂がどのように凄飯されたか不墾であるが，欝鱗年謄用器雲」

　　盤の「V・G・チェル｝コフ」あてトルス｝イ霧蔑の次のような記遠は若モの資料に1まなるであろう。ヂ書は

　　エピグラフ（その須英訳された譲文r考え讃すべしi盤のエピグラフ）の翻譲の一簿で靉靆を私に課したね。

　　努めてやってみよう。ごれ濠しなければいけないとぼんやウ感じてはいたのだゆその蒔麹訳をしなかったの

　　は私が悪い．」（i§73年賃雇，海鐵書房新教，中誘灘訳降ルストイ全集爆記・霧織第墨8巻懸叡）．なお，

　　訳姦の一人のチェルトコフについて，謄艇年9薄『時代思麟誰第8号極数の「（〉翼翼丁蘇盆WA褒．」の聯窪

　　に，「『E｛墨髭倉ro｛t藪eFτeeA≦ζe駐ぎess，C鼓雛さtc難縫ぎ。釜，聾＆蓑ts，a蕪6i3、夢3ter盤｛｝ster一ギow，Lo琵琶（｝簸．」とある。

ii〉　法橋灘彦織rトルストイ年譜盛（講、と註§）湊駿）によれば，以下のように，トルストイはPシア皇帝笙てに

　　S醤縁ど壽蕎を送っている。

　　　第一轡櫨磐鍵隼3肩下簿，「三遠二蔭（引矯文の露盤はすべて罎Pシや麟），アレクサンドルニ髭賠殺を知

　　る．中旬零アレクサンドル三量に宛て暗殺にくわわった革命家たちを魑飛しないよう要諺文を書く。験事総

　　長ポベドノースツェフ，その蟹達を捲否，ストラーホフの奔走で聾肩三三馨の魑飛よ参まえにトルストイの一と

　　串書，皇帝に護される。婆

　　　第二露はi8襲年i還中旬，「㎜謂二，三馨，ザカフカースへ追散された縫合主義老，革命家ヒルコフから

　　子誤たちをと吟あげるといった非道な推置を容認したアレクサンドル黒鍵に手紙をおくり，人鏡にもとると

　　非難すると轟欝に，験事総長にも子洪をヒルコフの妻のもとに帰すように誘える。盛

　　　第三翻はi8警7年5舞下簿，「五月十露聾ニコライニ量に手紙をおく導，サマーラ蒙のモPカン教縫の子弟

　　を藻難した弓，欝舞を遼霧した参することは算シアの恥辱であると銃議する。3

　　　第懸露は臆級年護爆上旬，「黒薄，磨矮鶏はトルストイの1ギ婆シャ歪教会ユ醸門に遜権を菱蟹する一燐

　　の誌事をさしとめる。十五碁，檄文『皇帝とその勝方煮たちへ書完稿（二十六醸にニコライニ盤に送る）。ユ

　　　第蓋欝翼まi§蓼2年1局～3月間，「［一月］十三騒，　ニコライ畢ミノ、一イ鐸ヴィチ公爵．五霞付のトノレストイ

　　の敏頬状にたいし，手紙を皇帝に手渡すこと喜調惹。」糀一樹＋六響，蓼ニコライニ童への手編を騰鶏，襲

　　浅が希望をのべ，羅窮を訴えることを嫁げている致醗の董鑑な蔑麟，農疑の貧窮予戴鐘ヲ底流な繕屡の政購

　　への不満と敵意を論じ，専雛政治の撤携，移住と教春と鱈弊の麹滋，土地私有の無比を要求。」rl二矯二＋

　　懇韓，　ニコラ／f二二瞳！，　トルストイの手紙に好恵を激し，嚢彗メ3こ見せぬことを紬す。ゴ。

　　　また，鴬唇嘆纈を行なっている。はじめは麹簿年逢肩上簿，「！月下旬，投穣されている三入の霞教主教

　　の毅敦をアレクサソドルニ笹紅嘆額．」，次隷銘記年4月，r囲薄二露，琉璃者をふくむドゥポボール教健全

　　員に灘外移盤…の許葦fを皇帝［ニコライニ轡彗葦こもとむ。」

i
肯
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簿を指しているとも考えられ，このぎ魯迅全集遼藻葉者の揚擾は頚椎の域を鐵ない。とはいえ，ヂ皇

帝を罵った」というのとr・シアと欝本の皇帝にあてた」というのは，事実の上で大いに異なって

いる。いずれにせよ，当該淫毅は再考を要すことになるであろう。

蔭

　では，馨本留学嘉詩の魯迅嫁どうであったのだろうか。果たしてそれを，「Pシアと蓉本の皇帝に

あてた珪紅手紙」とみなしていたのだろうか。

　i鱒8年稔月ぎ溝雨雲第8難菰魯迅のヂ破悪声譲」（衆完）が掲載された。この評論は．糠台から

戻った魯迅が棄蕪で行なった文学活動の成業の一つである。この拝読の中で，魯迅はトルス卦イ紅

ついて．綾への共感と翫甥をこめて，次のように書及している。

（ア）　逓量に歪むて，則ち鷲に天識の人に在ること有むて，虎狼の行いは，其の養事に非ざる

を知る。篤して銑の風為に稔殺（そ）がる。特下士に姦参ては，未だ駁する縫わざるなむ。識

煮之を憂うる有む，是に於いて兵を悪むこと蛇蝿の難く議して平和を入閣（じんかん）に大饗

せう，其の声も亦心懸を震iわせウ。頭書老死醗斯奉は其の一な触。

（イ）　其の蓄に謂えらく人生の至（はなはだ）貴ぶ可ぎ者，欝ら力に食みで生活するに類くは

莫く，侵掠攻奪は，大禁為るに疑る，下罠平壌を楽しまざるは無ぎも，癖も上に在る者乃ち猛

を蝶（ふ）むを愛し，之を駆むて戦いに灘だしめ，人民の元を喪う。是に於いて家室完からず

庇無ぎ妻全露に遍く，疑其の漢を失うは，政家の罪な参。擁を以てか之を薬せん？　命に奉ぜ

ざるに熱くは臭し．鐵蟹を令するも士葉叢らず，髄（なお）莱綴を乗（と）参て薪すこと，黙

黙た参。掃治を令するも吏集まらず，徳た勢お棄緩を乗（と）うて耕すこと，熱熱た警。独夫

は上に鏡立し，濡して鏡僕は下に命を聴かざれば，難ちi天下治重る。

（ウ）　然れども平議以て是（ぜ）に非ずと為す，載（すなわ）ち全籔をして朝に是の熱くせば，

敵軍貧紡以てタベに至らんとする悪く，罠の轍こ戎矛を是次に棄て，タベに邉（およ）べ着類彗

ち其の土蟹を失い，流離敬亡すること，競鏡よむ蕪ならん。故に其の奮う勝，運懇為るは誠に

善なるも，薦も諸を事実よ鯵見れば，乃ち辮志に彿戻すること遠し。

（エ）　第競れ猶僅かに之を婁（はか）るに薦害の書と環うがごとし。人類の不斉を察すれば，募

当に莫繕の至に非ざるを懸るべし。実れ人の進化の道途を歴し，其の度は難ち大いに差等有む，

或いは墾虫の性に留玄む，或いは猿餐の性にして，縦（たとえ）万詑を越えるも，大懸となる

こと饒わざらん．鄭（たとい）岡となるも，一異者を見るや，全群の治は立（ただ）ちに敗れ

ん．民の牲柔簾なること，鼠に灘蕪の麹酵れば，蜀ち一狼其の牧場に入るや，能く之を殺し遺

子無からしむ，是の時に及びて操鐘を求むるも，遅莫を纏いるのみ。是の敵に殺戮攻奪を懸（た

しな）み，其の醗威を天下に窮（ひろ）げんと想う者は，獣性の愛蟹な参。人は禽虫を超えん

と欲すれば，雛ち当に其の思いを慕うべからず。顧（おもう〉に戦争の蓬を絶ち，平瀦の永存

は，乃ち又須く之を人類の滅尽，大地の崩離以後に遅らすべくして，蜷ち軍兵の寿は，蓋し又

人類と与に終婚を講じくする老ならん。然れども鈍れ特に套ら捧籍し，麗猿を縫（し鯵ぞ）く
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池澤：魯迅「藤罫売主」ノート

残以にして，之を緩むて厭牙と為し，以て盤の墨§§を残食篭ず，兵をして人の驚と為し，醸し

て人に強いて異類と為さざれば，人既の義を知らば，乃ち癒（捻とんど）与に武事を語る篤し，

濡らぱ爾闘の大纛を為すに至らざらん。

　魯迅は進鞄講を縫絵解に．して（エ）につづけて，　野ルストイの兵役掘否の無抵銃主義を摂津馨

して，§籍のみに縷拳軍講の必要性を説くのであるが，上詫ヂ破悪声識逓の文章（ア〉で，ト

ルストイを「兵を悪むこと蛇蟻の難く請して平秘を大鷺紅大呼」せる「預言審」という。もち

ろん，この捲縫線，碑ンドンぎ丁賢狂丁纒εS叢に載せたr（〉N　T｝欝WA恥を倉蓑塗ての請

いであろう。しかし，魯迅はトルス卦イの当該譲文の名葱を闘記していないばかウか，「手紙」

であることを記していない。当時の魯遜にとってこの文章の形式は§墾のものであ捗記るす蚕

でもなくそれよむは内容の方が重要であったからではあろう淋，麟定はでぎない解，この時点

での魯退が野戦争論」をr手紙オとみなしていなかったのではないか，と推濾することは許容

されるのではなかろうか．ぎ平民新鹿邊第3§号に卦ルス←イのr戦争論曇が掲載されて籠かに

縢奪余しか過ぎていないからばかむではなく，r人嚢鞍こ大呼」するのとヂ皇帝涯億本のではな

く醤シアの）にあてて「手紙」を霧くのとではi若干，否，甚だしくニュアンスが違うのではな

いかと思われるからである。強権に歯講かう煮では綴じでも，皇帝宛ての「手紙」の方がよむ

過激であむ，危験であ警，無鉄麹であむ，事実はどうあれその意殊でようトルストイらしいで

あろう。この詩意での魯逮はそういうトルス卦イ縁ではなく，「平憩を人間に大呼」した事実に

基づいて紀遠しているとみてよいのではないだろうか。つ豪与，馨本留学時難の魯迅は「手紙涯

ではなくr戦争論」とみていた，と考えるのである。

五

　ここで一先ず野Pシアと欝峯の皇帝にあてた」か否かの考察を後に譲ることにして，魯迅は

なぜゼ藤野先生」の中でヂ手紙」と書いたのかについて考えてみよう。

　i鱒7年i肩？馨～簸嚢豪での五馨闘にわたって蓼大薮毎雲新縫轟に「杜翁の支部人に輿ふる

の書」が連載された。i月7馨付の当該記事の前書ぎにはr本文は｝ルストイ翁が遍般俳文にて

起草し紅クー妻アー，ユ一躍一ベアン」紙上に寄書したるものをノウオエ，ウレミヤが再び露

文に麹課したるものな鑓とある。

　卦ルストイのこの手紙は，森時彦氏によれをま斑，「萎ルストイに英文露著ぎ総督徳門からの手

紙曇P聯eτs蝕。磁aV墨ce憩ゾsY盆盤e盤を醸呈した睾鴻銘に鰐する礼状であるが，その謝意を述

べた後に，中蟹示進みゆくべぎ途について，綾独韓の観点からする見解を，縷々遠べている」と

し，「茜洋を棲激して，代議鯉度，工業化政策をとむいれて近代イヒをはかろうとしていた中石人

に，その愚かしさをい重しめたトルストイの主張．iの「i論建の運びは，一貫して，質素な農業

圭2）　森時彦ヂ罠蕨主義と無政癒主義　　　蒙学の縫，肇簸撃の革命誌一一ゴ（亭聾鰻，島遜織著蓼辛亥革命の欝究垂

　　（鱈醸§3蕪i稼．筑摩書房）瞬毅〉。
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藤　　学　　論　　集 第磁巻第3号

生活に人鶴の真実の生ぎ方をみとめ，蓉洋近代の緩鶉性と欺購姓を蟻悪してや豪なかったトル

ス昏イの思想を，遺憾なく表饗している」というこの手紙の中心テーマが，「中蟹の葦命濠に渇

する鍵輝であ」り，欝蕊年の甲羅岡露会の結成後のr意気あがる革命潔の活動に，あたかも冷

水を浴びせるがごとき内容であったが，往来饗シア虚無党あるいはテロ夢ズムとしてしか，中

震人に知られていなかったアナーキズムの，纏粋な無政窮の蓬懇からする歪面からの競甥で

あったゆえに．，また暮露戦争中の反戦論でもって，すでに棄洋の人々にも知られていた，舞大

なβシアの懸想家が中羅のためにおくった真摯な数趨であったがゆえに，革命灘の人々もこの

書籍を黙殺することはでぎなかった」と捲擁している。

　舞じく森氏は，革命濠，特に無政府主義妻への影響について次のように違べている。

　ヂこの書簡に最密に荘馨したのは，宋教仁であった。疑報鮭でζ大顎毎馨新縫誰を鷺讒してい

て，この書簡を雛こした宋教仁は，その時の膜様を繊之歴史磨に書きのこしている、それに

よると，張継がこれを讃して堕艮報量に掲載することを発議したが，麟訳する人がいなかった

ので，宋教仁みずから翻訳にと弩かかったという．もっとも，この翻訳は完成しなかったらし

く，眠報曇には結局のらなかった。が．このような次第であるから，罠鞍藍に殿人参していた

人々の闘では．この書籍解広く読1まれていたことが†分予想できる。そして数ヵ月後に裏嚢化

した瞬鷺会の融認薄立の中で，このトルス←イの翫霧は．一鶴の舞鷺会員たちに支持され，孫

文諏に潜航して，無政癒革命を懸えるグループの講運に援驚されることとなった。」嚇

　張継や劉縣培などの当時の警本における無政癬主義老たちの雑誌置天養遼には，蝕レス整イ

のヂ支部人に輿ふるの書」に興する次のような翻訳や広告記事等の（虜，（鎗，（c）ぶ載った。す

なわち，（a）r撹舞ゴ訳のr（鐸叢）餓縫爾蟻托致支藤人書節鐸3（第ii・i2懸念総，欝欝年簸

月鵠霞），（紛以下のような「本縫重要廣告」記事，すなわちド本報下懸彙列新諜各課成一最駆

之罷其霧麺窪，……（鋳略），六，餓羅革命之趣繋，杜醸蟻護著，七，致支郷人霧全編（全上磨

（第i5懸，醜8年鍛i5霞），（c）r（鐸書）餓露革命之趣意，杜余類徳To綬oy麹r致串騒人

書声　縫爾莫琴徳To蓋s紋｝y　i著シ1究1無謬」（第i6～i§肯春季増干慧号壁i§馨8年3月i5馨）。　（＆〉　身ま要醤を

紹介したもの，（墾）は広告記事，そして（C）は英文からr第藁籔涯重でを中蜜語に擁讃したも

のである．

　さて，以上の卦ルストイのr支鄭人に與ふるの婁」を，当然魯迅も読んでいたことであろう

と思われる。なぜなら，上の森譲文の指摘にあるように，およそ災報櫨に墨入参していた留学

生ならこの「婁」のことを知っていたはずであろうし，しかも，この「書墜（手紙）の次のよう

な薄霧は，上に引離した魯迅のr破悪声講雌牛の（イ）の文章の樗灘の一つになっていると考え

られるからである。

①　駄犬の蟹騒を紡製する」方策は，「須く先づ現窪の政癒への籐従を振維せざるべからず

　　して瞬時に改革濠喬識老輩の要促しつ鼠あるものを行はざるに窪腕ド篤して吾等趣

　　シア人）の採るべぎは唯一途」泊く吾等に難航する暴力に嬢はさるkなく又其狂暴の

工3）　瞬荘i2）
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池澤：魯迅r藤響売生曇ノート

群中に撫はることなき平i穣なる農業生活を営むこと是れな参」（第七章）

窪た，上寵の鍛露戦争講」（第十二章）の次のような一難（2）も，r破悪声譲」中のトルス

トイに鬱する寵遠（イ）のもう一つの財源になっているであろう。

（2）鴨辱韓れの鋳にか艷事生むべき，燻して欺かれたる人民が遂に己れに返むて，何れの

　　時にか能く左の書を発すべき，r汝，心なぎ露国皇帝，○○皇帝，大震，牧舗，将官，諺

　　考，投機麟，真鯉縛と辱ばる玉人にもあれ，汝等露ら後の麹弾銃弾の下に立てよ，我等

　　は最準行くを欲せず，又決して行かざるべし」誓願はくば我等を平灘の中紅直轄，我等

　　は縷作し，播種し，建築し，悔して又汝等を養ふべし，汝獺篶なる者よ」予備兵の名称

　　を離せられたる穣人を奪ひ去られて，数万の母と妻と子供とが泣き瞬ぶ声，馨中に響き

　　渡れる今馨，是れ豊に自然の要求紅葬ずや」

　もちろん，上の（i）と（2）の内容が類徴してお参，魯迅がそのどちらか一つだけを耕源に，し

もう一つを読蚕なかった可能性は或いは葬常に少ない確率で考えられるかもしれないけれど

も，しかし，『大藪毎欝新縫垂乃至は『天義垂に掲載された文章を読むか玄たは伝聡かによって，

侮れにしても少なくとも繕らかの方法でこの「書涯の内容を知っていたと推離してよいのでは

ないかと思う。とはいえ，文章のもつ迫力或いは彩破悪声論暴以後の魯迅の言及の有無からみ

て（その後も魯迅にはド支郷人に～」詮こ関する言及がないよう装患われる），魯迅に与えたイン

パクトは鞍露戦争講涯の方が格段に強かったように雛灘される。なお，（2）のrOO皇帝涯の

英訳癒文はギ醗鍬認os蚕露シア語版は鰍騒a餓，復数形）であう，また飽の簿勝では夢翫e　M激語碗

（講じく，錘蝋繊のと記してお参，弩本の墾治芙皇を撰す。

六

　ところで，魯迅は広州から上海へ移って重もなく，碧藤野先生」執筆の翌年に，講演を二つ行

なっている豊一つは欝27年欝月25韓善こ圭1海の労鱒大学で行なった「知議階綴について韮（縫

於知識繕綴）購であ参，もう一つはやは参1盤7年鎗縁2i霞に上海の聾爾大学でのゼ文芸と政

治の緩酪3（文芸与政治的薮途）覇である。この二つの講演で魯迅はトルス野イについて次のよ

うに言及している。

　蚕ず歩「知識階級について」では，次のように達べている。

　イギ撃スのラッセル（癒sse蔓）とフランスの・マン唄一ラγ（衰．艮醗餓6）が欧州戦争に反

鰐したことを，皆は稼賛しましたが，幸いにも実際は実行されませんでした。もし綾ら二人の

聖遷）　欝27年簸屑上海労麟大学ぎ労大講鷺茎繁き撰靱発表、

蔦〉　記録療稿は欝28年i舞鱒，簿警，上灘ゼ新雛鰻毒r学灘藤第建2，鰺3難に発表された。

［
3
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薩　　学　　講　　集 第駐巻第3号

言うことが実鴛されていた1ら，　ドイツはとつくの昔にイギ婆スとフランスを攻め落としていた

でしょう．なぜなら，二人の談縁ドイツがイギ夢ス，7ランスニ國と溝時に戦争を放棄しなけ

れば，効果がないからなのです。βシアのトルストイ（孚。董sto量）の無抵銃主義が実行されない

のも，講嫌な運密からです．霰は悪を以て悪に難いることを主張し豪せんでした。①縷の考え

はこうです。つま参，皇帝が兵襲震にさせようとしても，私たちは兵縷難こならない。警察に捕ま

えさ量ようとしても，警察は擁喪えないし，菖勇む役人に殺さ巷ようとしても，後人が殺しに

鴛かないという具合に，皆が皇帝の命令を縫かな渡れば，皇帝もつまらない，だから，皇帝に

なるのも画嚢くなも・ので，天下きま太平季こなる，　というのです。しかし，　もしも生繕…一認の人鼕鼕

が塁膏の誌を麗いてし衰えば，そうう豪くはいぎません。

　上の引懇文の申で魯迅は，トルス←イの無抵航主義が実行されない理密を遠べているのであ

るが，この講演の羨後からみて，必ずしも全否定されている訳ではない。この引灘の少し前で

魯迅は，知識と強権は鯵寒し，講堂しない，強権は人混の欝鍵な思想を許さない，なぜならそ

れを許せば力が分散してし重うからである，と遠べている。この強権の力が分散する舞として

上のラヅセル季ロマン・鐸一ラン，卦ルストイのことが挙げられているのである。この引網の

後で魯迅は，現寵思想の馨蟄と生存の縫にはなお籟突があ捗，それは知識購綴の欠点だが，そ

れでは知識繕綴は今後どうなるか，振揮刀の下で命令に従うかそれとも疑衆の灘に立った懸想

を発表するか。もしこのことについて意見を述べろというなら，やはむ考えたことを馨磁に言

えなくてはならない，と患う。真の知識繕級は瀦害を顧みないもので，瀦害を顧みるのは驚の

見せかけの知識繕級である。今霞と墾馨で異なった意見を発表するような進歩の速さを真の知

識繕緩はでぎない。後らはいつでも縫会に不請であるが，後ら嚢身も苦しんでいるのである，綾

らは将来の犠牲となることを覚籍しているし，藍会としても綾らがいるおかげで活気があるの

である．このような講演の前後麗係からみて，．とのトルストイの鰹は一見全否定的な鱗のよう

に患われるが，実はそうではなく，疑衆の耀に立ったト翁の強権との衝突の擁であった。もち

ろんトルストイの無抵航主義の欠点を捲絶してのことではある淋。産出昇段によれば麟，この

蒔難，広葉での馨畏党の獲・…二反共クーデターを襲撃したばか今の魯迅は，その後の広東で

の蟹属党籍矯文学者翼稚暉等によるr振舞刀の援護の下に」r強姦暴者に鰐する」のでなくr数

載表に薄する革命（共産党弾涯を撰す）」を礎曝した〈革命文学〉，奮い換えれば琴鷺介石反動

の薩妄の薪革命お及びその御駕文学をr全身で振否し，それに銃って」いたという。この講演

でトルストイと薄比されている「鶉の見せかけの知識欝級葬よ異種騰等を毒しているのである。

　次に，紅文芸と政治の鮫蕗について雲を見てみよう。

　生活に露っていた人跡一度お金持ちになると，容易に二つの欝溌に変わ参ます。その一つは

運懇の量罫を作ろうとして，懸じような箋遇の人の身になって考え，人違主義紅変わるもので

す。もう一つは構でも欝分で厳いだものであるからとして，それまでの苦労が，その人を繕に

工麟　蓼魯退と革命文学茎（欝鴛年圭還，紀憂鬱塗婁膳）紅第一章　魯迅とr清覧毒参黙。

§芦
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灘澤：魯愚彩藤野先生」ノート

薄しても険難にさせ，懸人主義に藏れるものです。私たち中国では懇人主養老に変わる方が多

いと患われます。人道主義を主張する人は，貧乏人のために方法を考えた参現状を改革しよう

としますので，政治家から見れば，やは参懸人主義の方が喪いのです。ですから，人道主義者

は政治家と徳突し豪す。Pシアの文学妻トルス卦イは人道主義を曝え，鞍争に蓑薄し，三海の

分漂いの小説を諜ぎ豪した一つま箏，あの『戦争と平秘です。破懲身は貴籔でしたが，戦

場での経験があ参豪した。そこで綾は戦争が簿とも悲惨なものであると感じたのです。とウわ

け畿は長富の鉄籔（戦場で重要な樗校は皆弾遷けとして鉄擾があった）の麟に臨んだ時，更に

騰を朝すような痛みを感じ棄した購。そして，稜は奮た彼の友人たちの多くが職場で犠讐に

なっていく姿を欝のあたむにしたのです．②戦争もやは参人幾を二つの態護に変え重す。一つ

は英雄です。ある人は絶入ボ死んだ導，傷ついた参したのを見て，自分だけ藩元気に生きてい

るので，霞分はどんなに優れた人間であるかと患い，あれこれと戦霧での勇猛さを§慢ずるよ

うにな珍重す．もう一つは戦争反麟者に変わう，鍵界で再び戦わないことを希望するようにな

う玄す．｝ルストイは後妻です。無銃主義を以て戦争の瀬藏を主張し重した。綾がこのように

主張するので，政癒は当然綾を嫌い重した。戦争反薄は，ツァーの侵略欲と鱈突し重すし，③

無抵銃主義を主張するというのは，兵士が皇帝のために戦わないように，重た，警察溝皇帝の

ために法律を執行しないように，そして，裁報賞が皇帝のために裁超しないように，要するに

皆が皇帝を持ち上げないようにすることなのです。皇帝は誰からも持ち上げて貰いたいものな

のですが，誰も持ち上げようとしなければ，皇帝になどなってもしょうがないでしょう。とす

れば，やは参政治と衝突してし豪い棄す。こういう文学老が欝てぎて教会の愛執に鰐して不満

を抱き，これやあれやと護津彗し竄すと，鮭会の一人一人が霞覚めてきて，安んじなくなってぎ

豪すから，当然，蓋を転らなくてはならなくなるのです。

　この講演も上のr知識鱈綴紐ついて」遜様，r蒋介石反動が進行している中で行なわれた」聯もの

であ今，「文芸と敷治葺のr政治並も当時の具捧的な驚溌を毒しているであろう。ところで，上諺下

線蕪分の①，③は，講遠した「破悪声論3の（イ）に類鬱し，⑫は，次のような鍛露戦争謝（第

十二章）の一廉を想起させる。

i7）　懸愚は欝35年暮丹28蓉鯵の趨綴宛て書艦の中で，魯遙に檬談したいことがあるという葉禦の手紙を魯愚熱

　　受け鞭ったが，鹸は難したくないと述べ，次のように駿切禿翻である爆傷（当時の室連の共産勢

　　共産主義蕎年霧の霧寵i）の懇痩を撰1舞している．「戦いに鐵る兵縁蘇薙1験など譲みもしなかった，しかし・大

　　将の§の鳶の聾遜辞罵の鉄籔を見たとたんに，き分のことに思いが及び，晦がドキドキしてそれ舞上毒費こ進

　　めなくなってしまった，という誌をトルストイの韓かの小誕で議んだことがあるのを思い塗しました。しか

　　し，もし光魏（講湯を指す）が生命の懸魑はそれぞれに異なると考えているとしたら，私に億言うべき言葉

　　もあ静ませんが，r軍糧」（軍隊内の無籟漢の悪か，とすれば魯逮馨舞を推す，警遙の造語7）は酸られるよ

　　り澱かないのです（或いは彰軍翻（軍紀を薦垂する擬韓）で殿られるよ瞬葦かにないのです，の意か）あ「長

　　蓉「の鉄極の誌善こ……」はトノレストイのr卦議主が鐵典らしいが，詳纏垂ま不響髭

建）　隅蓬露）印
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　雛には真懇の英雄あむ，籔の絶入を殺すのみにして霧身は決して殺されざれしといふを以て，

盤人の為めに祭羅せらる玉英雄にあらずして，鍍の縫糞騨こ殺人餐の　彗に鐙するを肯ぜず，瑠蘇

の法難に違背せんよ鯵は寧ろ遂の為めに．殉ずるを重んじて牢獄に入ウ，若くぱヤクーツクの辺

地に醗竃され緩れる英雄なむ，

　さて，警遜の卦ルス塾イ毒’及をめぐる，一つの特鍛をま，無抵統主義，宗教家など否定的灘懸を持

ちつつも圭平秘を麟び，窪敬老の不董を暴露し艶翫聾するというトルス卦イとナ魯迅の概判すべぎ

誰かとを比較，鰐比するという権鑓をもつことである。魯迅にとってトルストイは一方で役にも立

たぬ無抵航主義を振うかざすけれど，もう一方では平穆のために強権に立ち海かう恐れを知らない

喪心的な偉大なる郵愚か者珪という矛震する灘薦をもつ文学者の偉大なモデルであった。たとえば，

欝28年3樗籔酵鰻中の朦騰雲（夢語継妻第墨巻第簸難）でも，魯迅はr人［レーニンを指す｝の真似

をして卦ルストイを「下劣な説教董雄と魯したむするカt，だが中馨の霧§蔚の鷺溌涯に薄しては「事

実において被会各方嚢も購雲垂れこめる勢力の支醗を受けている涯と感じるだけで，霰の郵政癒の

暴力や裁覇，鴛政の喜麟的疲懸を暴露漉した数分の一の勇気もないし，重た人道主義が不徹底であ

ることは知っているが，r人を殺すこと草の麺ぎも声を鶴かざ」る時に人道主義的な航争さえしない」

と，麟造巻の薦乃超を郷癒している職。

七

　以上，卦ルストイの沿翼丁簸盆WAR．オの邦訳r欝露戦争隷ゴ及び岡鴛く卦ルス卦イの「縫翁の

支部人に興ふるの書」を紹介し，豪たr藤野先生3執筆後の魯迅のトルス塾イ繰を考察してきたが，

本稿の結論は次のようになろうか。

　まず，め，ヂ手紙嚢こついてである。この点についてはそもそも薪ルストイの・シア語原文がヂ論感

かr手紙達か，重た英譲は，そして熱讃はどうかの三段繕の分新が必要であったが，・シア藷蔽テ

キス←藍反省せよ雛も，都議糠難戦争論3などもいずれも形式的には罫手紙涯ではなくr講」で

欝）　なお，欝欝年はトルストイ生誕百年紅あた吟，この年の欝丹欝響発蕎のζ東方雑誌垂第器巻第爵号に「ト

　　ルストイ生誕喜周年記念葺特集が纏まれた与して，繕かとトルストイが議題紅なったようである．

蟹野　片戯潜力｛圭§33年3月　ζカー畢イー涯第7き畢に載せた「慧本におけるマノレクス童i養の誕盤三と発展の闘懸垂こよ

　　慧て」と題する論文で，縁甲興新鶴垂第i号鋒鱒3年琵穏1に発表された轡璽3に誌診る罫反戦宣転纏蒙露

　　戦当時静ンドソ・タイムス蓄［i§毅年各購に撮載されたレフ樫ルス聾イの手紙の影響を受け，率灘主義

　　の練紅沿ったものゴ（欝醗年5鐸，海墨書募新藪鐡蔽ζ片毒潜著窪集蓋第三巻湊薮）と獣暴な意見（響睡の識

　　璽1乙嫁時驚的な矛騒がある）を運べている湛，或いはトルストイのこの薪戦争論」は公窮霧簿とみなされる

　　ような顛陶が当鋳の知識人一般毒こあったのだろうか白なお，竹1内好力監ぎ魯迅文集重篤三二巻（年鍔，筑舞舞霧房）

　　でそれ重でド書籍藩と訳していたのを「公聡敏」と駿めたのは，魯愚の記臆へめ疑義をボしたものではなか

　　ろうか。ヂ鱈藩をr霧纏3から5公醜状藩に変更したむ，r電影盛をr駿藪盛でなくr幻灯」と訳すなど，「藤

　　籔先生葺i嬬課における魯霧の駿訳方法の一特籔は，舞晶内容そのもの乃至弊妻の意懸を璽蔑するのではなく，

　　当時の藍会的な溝浚・事実といった鐸晶磐の量界に瞬き寄量る顛殉湛あるよう紅思われる。なおここで，魯

　　迅の当該籔撰の表i現上の力点乃至特籔がむしろ「手紙」ではなくヂロシアと讐庫の皇帝毒こあてた」　トルスト

　　イのく勇気〉の方きこあることを確認して清く。
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あった脅なお，Pンドンζ丁登ε丁至鋼玉IS遜の欄外灌叡に‘‘丁焼玉et艶ヂとある淋（片出港の「手紙韮

発誉鰯はこの構外涯毅から類推して遠べたものであろうか），そのことによって沁馨THεWA猛涯

全体をr手紙婆とは解毅できない、つ蚕う，トルス野イの轟該譲文は，一般的にはr戦争譲雌とし

て馨本に紹介されておむ，問題は魯迅が栗たして賛ンドソ置丁墨髭丁璽MES至当該濫毅を知っていた

か否かということになるだろう。確証はないが，魯迅が欝経年§月発行ぎ鋳代懸潮遺弟8号に転載

された英訳原文の存在を知っていた聾籠盤は大いにあるであろうむそこで，一・つの飯説は，当該英

訳において，第鴛章に引繕された卦ルストイあての一水喪の“丁厩蔓8撲eヂを，いつしか魯遜がrO餐

丁翼狂WAR．」全文を指すと勘違いしてし変った，ということである。そしてもう一つの仮説はこう

である。つま疹，上記二つの卦ルストイの文章薪戦争講」とr支郷人に與ふるの書」（手紙）とを魯

迅は，これらの文章に接した後，およそ二十年透くを経るうちに，混疑してし重ったのではなかっ

たか，ということである。魯迅はヂ戦争論」を鱗台行きの直前の欝経年8月に東京で談み，「支部

人に輿ふるの諜」の方は紬台から漢って約十ヵ月後にやは警東京で読んだか豪たは闘いたかしたで

あろう。もちろん，r暮露戦争論」霞体にも，r講涯でもあると岡持に彩手紙」（原文r繕」）でもあ

るとみなしうるような「平憩を人鶴（じんかん）に大噂」する公雛状的な内容・趣ぎを有している

ことを，魯迅の記憶違い乃至醗筆の蕪堤として考えなくてはなるまい。

　次に，2），睡シァと渥本の皇帝にあてた」か否かについてである，藩遠のようにトノレストイ

が実際にロシア皇帝に嚢訴の書篶を講度か送っていた鯵嘆顯をした与したという事欝も考慮される

必要はあるであろう。ともあれ，今のところ確証がなく状混証麺に基づいて覇藪するしかないが，ト

ルストイが嚢露戦争当時書いた輪」乃至洋紙」は恐らく紅Pシアと嚢本の皇帝にあてた」もの

ではなかったのではないか，r藤野先生」以外にそのことを示す記遠が魯迅の飽の文章からも叢たト

ルストイに襲わる資料からもこの段繕では1見つからないことからみて，はなはだ心許ないが，誌憶

違いというよ参魯迅の薩筆の匂い熱するという仮説も威勢立ち得る可能性を残している，と考える

ことがでぎよう。魯迅にとってr講涯かr手紙」かそれ婁鉢はあま警重要な問題ではなかったであ

ろうが，しかし，トルス｝イが「皇帝にあてた」か否かはかなむ重い意味があったのではないかと

思われる。そして，5手紙匪だから絹手は皇帝という遊鰯で考えるのではなく，遂にもし，重ずド皇

帝にあてた」とみなすなら，次には5論涯ではなく「手紙］の形式をとらなくてはならないという

考え方も一方では成鯵立ち得るであろう。もちろん，上の葺講様［戦争識量が欝欝薦馨の皇帝をも

蕾ませた形で「人驚に大醇」してお今，間接的（重たは内在的）には「皇帝にあてたゴと解験して

も或いは許容されるかもしれないが，要するに，魯迅にとって重要なことは，彰皇帝にあてた」が事

実か否かということではなく，逝去の事実に濃って欝くということではなく，r藤野先生達執筆時に，

そうあるはずだ（乃至そういうことは大いにあ箏うる）というダイナミックなトルストイの姿，つ

蛮ウ，皇帝（強権）にあてて「手紙」を書くという偉大なる「愚か妻」の像を描こうとする（或い

は描く，つ豪参r皇帝にあてた」を麟筆でなく事実と信じ。て描く）ことではなかったか，と思うの

である。なお，「藤野先生蛙が載録されているζ朝苑少給嚢の諸作贔を，意識的な虚構を含まぬ〈散

文＞と呼ぶにしろ，総藻に郭ける虚購を認める〈欝伝的暴想記〉と呼ぶにしろ，魯遜が逝去の事実

その豪まを書いたというよ鱗ま，むしろ，歴史的真実を描いたと解験すべぎではないか，もちろん，

そこには，事実ではない醗筆もあるであろう。たとえば，癒鵜な灘ではあるが，r藤野先生」を井上
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ひさしは小説とみなしている（懲籔隼3肩，集英縫ぎシ雫ソハイムーン遺の中で魯迅に』藤野厳九

鄭という先生のことを小説にしたことがあウ重す」とi語らせている）。

　以．ヒ，本稿は「藤野先生」における小誕的要素の一つともみなすことがでぎる臥ルストイの「揖

シアと醸本の皇帝にあてた一通の手紙」の分析を試みた。ここから構われるのは，魯迅独麹の，老

いても蘂落慧ず葺然と敢然と強権に立ち向かう拉レストイ翁の濠であった。
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